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◉
論
考

近
世
期
日
本
に
お
け
る
袁
中
郎
の
受
容
と
テ
キ
ス
ト
の
問
題
　
―
山
本
北
山
一
派
の
動
向
を
中
心
に
―�

合
山
　
林
太
郞

は
じ
め
に

明
末
に
活
躍
し
、
公
安
派
の
領
袖
と
目
さ
れ
る
文
人
袁
中
郎 （
１
）（
隆
慶
二
年

〈
一
五
六
八
〉 

～
万
暦
三
十
八
年
〈
一
六
一
〇
〉、
名
・
宏
道
、
こ
こ
で
は
書
名
な

ど
と
の
関
わ
り
か
ら
、
袁
中
郎
で
統
一
す
る
）
の
詩
文
集
が
、
日
本
に
渡
来
し
、

多
く
の
詩
人
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
近
世
後
期
の
儒

者
山
本
北
山
（
宝
暦
二
年
〈
一
七
五
二
〉 ～
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉）
は
、
こ
の

袁
中
郎
に
対
し
て
き
わ
め
て
強
い
関
心
を
持
ち
、
と
く
に
そ
の
著
『
作
詩
志
彀
』

（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉
刊
）
に
お
い
て
、
熱
狂
的
に
推
奨
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
北
山
は
、
明
代
古
文
辞
派
の
詩
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
袁
中
郎
の

詩
論
を
学
び
、
徂
徠
以
来
、
支
配
的
な
勢
力
を
持
っ
て
い
た
江
戸
の
古
文
辞
派
を

徹
底
的
に
糾
弾
し
た
の
で
あ
っ
た
。

北
山
の
袁
中
郎
へ
の
傾
倒
に
つ
い
て
は
、
近
世
漢
詩
史
に
お
け
る
一
つ
の
画
期

と
し
て
つ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る （
２
）。
ま
た
、
北
山
の
言
説
を
学
芸
や
技
芸
の
観

点
か
ら
捉
え
な
お
そ
う
と
す
る
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る （
３
）。
た
だ
、
こ
う

し
た
北
山
の
袁
中
郎
へ
の
関
心
が
、
漢
籍
の
日
本
へ
の
渡
来
と
流
布
を
考
え
る
上

で
重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
お
十
分
に
顧
み
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
際
に
、
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、『
作
詩
志

彀
』
刊
行
前
後
に
、
北
山
一
派
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
袁
中
郎
の
詩
文
集
で
あ
る
。

北
山
の
門
弟
た
ち
は
、『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』（
天
明
元
年
〈
一
七
八
〇
〉
刊
）
や

『
三
家
絶
句
』（
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
刊
）
を
編
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
、『
袁

中
郎
先
生
尺
牘
』
は
、
北
山
門
下
の
宮
川
子
潤
（
名
・
德
、
号
・
崑
山
）、
鳥
居
伯

亀
（
名
・
吉
人
、
号
・
九
江
）、
山
本
明
卿
（
名
・
時
亮
、
号
・
北
皐
）
が
編
纂

し
、
袁
中
郎
の
書
簡
八
十
五
篇
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。『
三
家
絶
句
』
は
、
や
は

り
北
山
の
弟
子
で
あ
る
小
野
田
子
復
（
名
・
克
）、
浦
池
鱗
長
（
名
・
潜
、
号
・
九

淵
）、
今
川
剛
卿
（
名
・
毅
、
号
・
緑
窓
）
ら
が
編
ん
で
い
る
。
こ
の
詩
集
に
は
、

袁
中
郎
に
加
え
、
中
郎
が
絶
賛
し
た
明
の
文
人
徐
文
長
、
ま
た
、
竟
陵
派
の
祖
と

し
て
知
ら
れ
、
明
末
、
袁
中
郎
と
と
も
に
古
文
辞
派
に
対
し
て
反
旗
を
翻
し
た
鍾

惺
の
五
・
七
言
絶
句
二
百
三
十
六
首
（
五
言
絶
句
に
つ
い
て
は
徐
文
長
十
六
首
、

袁
中
郎
二
十
首
、
鍾
惺
十
首
、
七
言
絶
句
に
つ
い
て
は
徐
文
長
六
十
一
首
、
袁
中

郎
百
十
首
、
鍾
惺
十
九
首
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
『
作
詩
志

彀
』
中
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ （
４
）、
北
山
自
身
も
あ
る
程
度
関
与
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。
し
か
し
、そ
れ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
察
を
、筆
者
は
見
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
袁
中
郎
の
版
本
の
有
り
様
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら

整
理
し
た
上
で
、
北
山
一
派
の
袁
中
郎
受
容
と
テ
キ
ス
ト
の
問
題
と
が
ど
の
よ
う
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に
関
係
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
明
か
と
な
っ
た
問
題
点
を
述
べ
て

ゆ
く
。

一　
様
々
な
袁
中
郎
の
詩
文
集

袁
中
郎
の
詩
文
集
は
多
種
に
及
ぶ
が
、
諸
板
本
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

銭
伯
城
『
袁
宏
道
箋
校
（
中
国
古
典
文
学
叢
書
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八

一
年
、
以
下
、『
箋
校
』
と
い
う
）
で
あ
る
。
そ
の
凡
例
に
は
、
銭
氏
自
身
が
閲
覧

し
た
も
の
、
文
献
上
で
確
認
で
き
る
も
の
を
合
わ
せ
て
、
十
種
の
袁
中
郎
の
詩
文

集
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
箋
校
』
本
文
に
お
い
て

は
、
諸
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
今
、
山
本
北
山
一
派

と
袁
中
郎
と
の
関
わ
り
を
知
る
た
め
、
と
く
に
重
要
な
テ
キ
ス
ト
五
種
に
つ
い

て
、
筆
者
の
得
た
知
識
を
補
い
つ
つ
、
銭
氏
の
説
明
を
略
記
す
る （
５
）。

①	�


書
種
堂
刊
本
（
以
下
、
書
種
堂
本
と
い
う
）。
袁
中
郎
の
各
詩
集
を
刊
行
し
て

い
る
。
袁
無
涯
が
企
画
・
刊
行
を
統
べ
、
校
勘
を
行
っ
た
。
呉
士
冠
が
草
稿

を
書
き
、
そ
れ
を
模
し
て
印
行
し
た
写
刻
本
で
あ
る
。
銭
氏
は
、
こ
の
書
種

堂
本
に
つ
い
て
、
精
密
な
校
勘
が
な
さ
れ
た
本
と
し
て
高
く
評
価
し
て
お

り
、
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）、
同
三
十
六
年
（
一
六
〇
八
）、
同
三
十
八

年
（
一
六
一
〇
）
に
刊
行
さ
れ
、『
敝
篋
集
』
二
卷
、『
錦
帆
集
』
四
巻
（
附

去
呉
七
牘
）、『
解
脱
集
』
四
巻
、『
瓶
花
斎
集
』
十
巻
、『
広
荘
』
一
巻
、『
瓶

史
』
一
巻
、『
瀟
碧
堂
集
』
二
十
巻
の
七
種
が
確
認
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

筆
者
が
閲
読
し
た
も
の
の
う
ち
、
内
閣
文
庫
蔵
の
『
瀟
碧
堂
集
』
十
巻
本
冒

頭
に
は
、「
書
種
堂
禁
翻
豫
約
」（
覆
刻
を
禁
ず
る
旨
を
述
べ
た
文
章
）
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
袁
中
郎
の
詩
文
集
に
つ
い
て
は
、
利
益
を
求
め
る
人
々
に

よ
っ
て
粗
悪
な
本
が
出
回
り
、
読
者
に
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
、
袁
無
涯
が
諸
氏
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
書
を
刊
行
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

②	�


周
応
麐
校
訂
『
袁
中
郎
十
集
』（
以
下
、
十
集
と
い
う
）。『
広
荘
』
一
巻
、『
敝

篋
集
』
二
巻
、『
破
研
斎
集
』
三
巻
、『
広
陵
集
』
一
巻
、『
桃
源
詠
』
一
巻
、

『
華
嵩
遊
草
』
二
巻
、『
瓶
史
』
一
巻
、『
觴
政
』
一
巻
、『
狂
言
』
二
巻
、『
狂

言
別
集
』
二
巻
を
収
め
る
が
、『
狂
言
』『
狂
言
別
集
』
は
偽
作
と
も
言
わ
れ

る
。
銭
氏
は
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
の
刊
と
す
る
。

③	�


何
偉
然
編
『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』
二
十
四
巻
（
以
下
、
梨
雲
館
本
と

い
う
）。
本
稿
に
お
い
て
考
察
の
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
銭
氏
は
、
袁
中

郎
の
作
品
を
網
羅
し
、
詩
体
・
文
体
ご
と
に
分
類
す
る
も
の
は
、
こ
の
梨
雲

館
本
に
は
じ
ま
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
万
暦
四
十
五
年
（
一
六
一
七
）

金
陵
・
大
業
堂
刊
」
と
記
す
。
な
お
、
後
刻
本
と
し
て
、
銭
氏
は
、
清
・
同

治
年
間
（
一
八
六
二
年
～
一
八
七
四
年
）
に
、
袁
憲
健
、
袁
照
に
よ
る
後
刻

本
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
別
に
、
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
の
羅
宝
田

校
閲
本
（
培
原
書
屋
家
蔵
本
）
も
あ
る
（
静
嘉
堂
三
一
・
六
、
東
洋
文
庫
Ⅳ

－

二－

Ｅ－

五
四
）。

④	�


陸
之
選
編
『
新
刻
鐘
伯
敬
増
定
袁
中
郎
全
集
』
四
十
巻
（
以
下
、
四
十
巻
本

と
い
う
）。
銭
氏
は
、「
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
武
林
佩
蘭
居
刊
」
と
記
し
、

袁
中
郎
の
全
集
と
し
て
最
も
広
汎
に
詩
文
を
集
め
た
も
の
と
し
て
い
る
。

⑤	�
『

三
袁
先
生
集
』。
こ
れ
は
、
袁
宗
道
（
中
郎
の
兄
）「
新
鐫
玉
蟠
袁
会
元
集
」

二
巻
、
袁
小
修
（
中
郎
の
弟
）「
鐫
袁
小
修
集
」
一
巻
、
袁
中
郎
「
鐫
袁
中
郎

未
刻
遺
稿
」
二
巻
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
巻
首
に
「
雲
間
陳
継
儒
仲
醇
甫

閲
」
と
あ
る
。
銭
氏
は
、
こ
れ
が
、
袁
小
修
や
中
郎
の
子
彭
年
が
言
及
す
る
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袁
中
郎
の
遺
作
二
巻
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

以
上
に
見
た
袁
中
郎
の
版
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
へ
渡
っ
て
き
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
尾
張
徳
川
家
は
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
十
集
を
、
同
十
年
（
一
六

三
三
）
に
四
十
巻
本
を
購
入
し
文
庫
に
収
め
て
い
る
（
劉
芳
亮
『
日
本
江
戸
漢
詩

対
明
代
詩
歌
的
接
受
研
究
』
山
東
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）。
ま
た
、『
商
舶

載
来
書
目
』（
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
関
西
大
学
東

西
学
術
研
究
所
、
一
九
八
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
「
袁

石
公
瓶
花
斎
集　

一
部
三
本
」
が
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
「
袁
中
郎
集　

一

部
一
套
」
が
、
輸
入
さ
れ
た
典
籍
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
書
肆

向
栄
堂
主
人
が
自
ら
偶
目
し
た
書
物
を
記
録
し
た
『
唐
本
類
書
考
』（
寛
延
四
年

〈
一
七
五
一
〉
刊
）
に
は
、『
袁
中
郎
十
集
』
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二　
前
野
直
彬
氏
に
よ
る
和
刻
本
『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』
の
検
討

諸
種
の
袁
中
郎
の
テ
キ
ス
ト
の
な
か
で
も
、
梨
雲
館
本
（
前
節
に
お
い
て
示
し

た
中
の
③
）
は
、
和
刻
さ
れ
、
近
世
期
の
袁
中
郎
の
受
容
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
こ
の
和
刻
本
の
梨
雲
館
本
は
、
筆
者
が
調
査
し
た
限
り
に
お
い
て
、
元
禄
九

年
（
一
六
九
六
年
）
の
刊
記
（「
元
禄
九
年
初
冬
穀
日
、
洛
陽
書
林　

茨
木
多
左
衛

門
・
梅
村
弥
右
衛
門
・
小
島
市
右
衛
門
刊
」）
を
持
つ
本
と
無
刊
記
本
の
二
種
が

確
認
で
き
る （
６
）。

和
刻
さ
れ
た
梨
雲
館
本
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
前
野
直
彬
氏
が
論
考
を
発
表

し
て
い
る
（「
袁
中
郎
十
集
と
元
政
上
人
」『
長
澤
先
生
古
稀
記
念
図
書
学
論
集
』

三
省
堂
、
一
九
七
三
年
）。
以
下
、
前
野
論
文
の
内
容
を
検
討
し
つ
つ
、
こ
の
本
の

特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

和
刻
本
梨
雲
館
本
に
関
す
る
問
題
の
一
つ
は
、
誰
が
、
そ
の
校
訂
及
び
付
訓
を

行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
唯
一
の
手
が
か
り

と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
山
本
北
山
の
「
本
邦
翻
刻
ノ
梨
雲
館
本
ノ
中
郎
全
集

ハ
、
深
草
ノ
元
政
上
人
ノ
校
訂
句
読
ナ
リ
」（『
孝
経
楼
詩
話
』）
と
い
う
発
言
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
北
山
は
、
元
政
こ
そ
が
和
刻
さ
れ
た
梨
雲
館
本
の
校
訂
・
付
訓

者
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
確
か
め
る
証
拠
は
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。

前
野
氏
は
、
和
刻
本
梨
雲
館
本
に
元
政
が
関
わ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
と
く

に
和
刻
本
に
施
さ
れ
た
批
圏
点
の
様
相
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
前
野
氏

は
、
自
身
が
所
蔵
す
る
十
集
に
、
元
政
の
も
の
と
思
わ
れ
る
蔵
書
印
（「
元
政
」「
艸

山
瑞
光
蘭
若
」）
が
押
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
十
集
に
は
、
墨
や
朱
な
ど
で
傍

点
が
打
た
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
数
種
類
あ
る
傍
点
の
う
ち
、

一
部
が
和
刻
本
梨
雲
館
本
の
批
圏
点
点
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
と
論
じ
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
和
刻
本
梨
雲
館
本
の
作
成
に
元
政
が
関
わ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る （
７
）。

た
だ
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
傍
点
を
め
ぐ
る
前
野
氏
の
議
論
は
、
正
鵠
を

射
て
い
な
い
。
状
況
は
よ
り
単
純
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
刊
の
梨
雲
館
本
に
、

和
刻
本
と
同
じ
批
圏
点
が
打
た
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
和
刻
本
は
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
コ
ピ
ー
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
政
が
和
刻
本
の
編
集
に

関
わ
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
手
が
か
り
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
前
野
氏
の
考
察
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
和
刻
さ
れ
た
梨

雲
館
本
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
不
備
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前

野
氏
は
、
こ
の
和
刻
本
の
梨
雲
館
本
に
、
落
丁
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
具
体
的

に
言
え
ば
、
七
言
律
詩
を
収
録
し
た
巻
九
の
四
十
一
、
四
十
二
丁
分
が
欠
落
し
、
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「
恵
安
伯
園
亭
看
芍
薬
開
数
十
万
本
（
下
略
）」
や
「
衛
河
道
中
、
和
丘
長
孺
惜
別
」

な
ど
の
詩
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
柱
の
丁
付
け
は
「
四
十
ノ
四

十
二
」
と
な
っ
て
お
り
、
飛
び
丁
を
装
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
二
葉
分
が
失

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

巻
九
の
落
丁
に
つ
い
て
、
前
野
氏
は
、「
出
版
の
際
に
底
本
と
し
た
梨
雲
館
本
に

二
葉
の
落
丁
が
あ
り
、
や
む
を
得
ず
そ
の
ま
ま
版
に
し
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
の

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
落
丁
は
和
刻
す
る
際
の
書
肆
の
不
手
際

で
は
な
く
、
元
か
ら
落
丁
を
持
つ
書
籍
を
底
本
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
と

推
測
し
て
い
る
。

こ
の
前
野
氏
の
推
定
は
正
し
く
、
同
様
の
欠
陥
を
持
つ
明
刊
本
が
現
存
し
て
い

る
。
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
す
る
『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』
二
十
巻
（
請

求
記
号
一
七
五－

四
二
、
本
来
二
十
四
巻
本
で
あ
り
、
巻
二
十
一
～
二
十
四
が
欠
）

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
本
に
は
、
巻
九
に
和
刻
本
と
同
様
の
欠
丁
及
び
丁
付
け

が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
、
私
見
に
及
ん
だ
範
囲
で
版
種
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
の

『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』
は
、
大
別
す
る
と
、
各
巻
の
巻
頭
に
「
南
雍
周
文
煒

如
山
鑴
」
と
記
さ
れ
る
も
の
（
慶
應
大
学
図
書
館
蔵
本
〈
二
九
・
九
八
〉、
広
島
大

学
図
書
館
蔵
本
〈
大
漢
二
一
〇
〇
〉、
京
都
大
学
人
文
社
会
研
究
所
蔵
本
〈
東
方 

集－

Ⅱ－

八－

八
二
九
〉）
と
そ
の
表
示
が
な
い
も
の
と
の
二
系
統
に
分
類
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
中
国
古
籍
善
本
書
目
・
集
部
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
九
六
年
）
は
、
梨
雲
館
本
に
つ
い
て
、「
明
刻
本
」
と
「
明
・
周
文
煒
刻
本
」
の

二
種
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
違
い
に
つ
い
て
言
及
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
間
で
は
、
各
巻
頭
に
表
示
さ
れ
る
校
閲
者
の
名
が
一

部
異
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
巻
一
の
校
閲
者
の
一
人
を
、
国
会
本
が
「
衡
陽

何
其
謙
仲
益
」
と
作
る
の
に
対
し
、
周
文
煒
の
名
を
記
す
諸
本
は
「
蕪
城
王
縁
督

経
倩
」
と
記
し
て
い
る
。

た
だ
、「
南
雍
周
文
煒
如
山
鑴
」
の
な
い
版
は
一
種
の
み
で
は
な
い
。
具
体
的
に

述
べ
る
な
ら
ば
、
先
に
見
た
国
会
図
書
館
蔵
本
と
は
別
に
、
東
洋
文
庫
に
収
蔵
さ

れ
る
一
書
が
あ
り
（
Ⅹ
Ⅰ－

三－

Ａ－

ｄ－

二
、
小
田
切
富
卿
旧
蔵
本
）、
巻
頭
の

記
載
な
ど
は
国
会
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
巻
九
の
四
十
一
・
四
十
二
丁
は
備
わ
っ

て
い
る
。
元
々
、
全
丁
を
完
備
し
た
も
の
（
東
洋
文
庫
本
）
に
何
ら
か
の
事
由
に

よ
っ
て
欠
損
が
生
じ
、
そ
れ
を
書
肆
が
細
工
し
、
落
丁
を
伴
っ
た
梨
雲
館
本
（
国

会
本
）
が
印
行
さ
れ
た
の
か
と
も
考
え
る
が
憶
測
の
域
を
出
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
梨
雲
館
本
に
は
、「
南
雍
周
文
煒
如
山
鑴
」
の
な
い
版
の
一
部

に
落
丁
を
含
む
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
和
刻
本
の
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
前
野
氏
は
、
和
刻
本
の
梨
雲
館
本
に
誤
刻
が
多
い
こ
と
も
指
摘
し
、
例

と
し
て
、「
江
上
」
の
第
二
首
の
起
句
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
梨
雲
館
本
で

は
「
二
月
王
花
接
群
城
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
諸
本
で
は
「
二
月
山
花
接
群

城
」
と
な
っ
て
お
り
、
意
味
と
し
て
も
「
王
花
」
で
は
通
じ
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

筆
者
が
閲
読
し
た
範
囲
で
も
、
和
刻
本
の
梨
雲
館
本
に
は
誤
り
が
散
見
す
る
。

た
と
え
ば
、
袁
中
郎
の
詩
論
の
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
性
霊
説
に
つ
い
て
論

じ
る
際
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
「
叙
小
修
詩
」
に
お
い
て
も
、
不
審
な
箇
所
が

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
他
の
諸
本
（
書
種
堂
本
『
錦
帆
集
』、
四
十
巻
本
）
が
「
弟

少
也
慧
、
十
歳
餘
即
著
黄
山
、
雪
二
賦
…
（
弟
、
少
に
し
て
ま
た
慧
、
十
歳
餘
に

し
て
即
ち
「
黄
山
」「
雪
」
の
二
賦
を
著
し
…
）」
と
あ
る
箇
所
を
「
弟
少
也
慧
、

十
歳
餘
即
著
黄
山
、
雪
一
賦
」
と
し
、
ま
た
、
他
の
テ
キ
ス
ト
が
「
雖
欲
廃
焉
而

不
能
（
廃
せ
ん
と
欲
す
る
と
雖
も
能
は
ず
）」
と
あ
る
箇
所
を
、
梨
雲
館
本
は
「
雖
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欲
廃
馬
而
不
能
」
と
作
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
誤
刻
は
、
和
刻
す
る
際
に
生
じ
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
、
元
々

の
梨
雲
館
本
自
体
が
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
相
当
数
は
、
落
丁
と

は
違
い
、
国
会
図
書
館
蔵
本
以
外
の
梨
雲
館
本
の
テ
キ
ス
ト
に
も
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

三　
山
本
北
山
一
派
に
お
け
る
書
種
堂
本
の
重
視

袁
中
郎
の
詩
文
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
、

と
く
に
梨
雲
館
本
が
、
和
刻
本
の
印
行
な
ど
に
よ
っ
て
ひ
ろ
く
流
通
し
た
。
重
要

な
点
は
、
北
山
と
そ
の
一
派
は
、
こ
う
し
た
袁
中
郎
の
版
本
の
問
題
に
つ
い
て
深

い
理
解
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
様
相
を
見
て
ゆ
こ
う
。
た
と
え
ば
、
北
山
は
、『
作
詩
志
彀
』
に
お

い
て
、
袁
中
郎
の
詩
文
集
に
お
け
る
諸
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
触
れ

て
い
る
。

梨
雲
館
校
定
ノ
中
郎
全
集
、
イ
マ
我
邦
ニ
テ
翻
刻
シ
行
ハ
ル
ヽ
ト
雖
モ
、
字

訛
リ
句
謬
リ
、
中
郎
ガ
詩
に
非
ル
モ
亦
劖
入
ス
。
是
書
、
豈
中
郎
ガ
真
面
目

ヲ
知
ル
ニ
足
ン
ヤ
。
浅
学
ノ
徒
、
中
郎
ガ
詩
文
此
ニ
尽
タ
リ
ト
思
ヒ
テ
、
中

郎
ヲ
議
ス
。
大
早
計
ト
謂
ベ
シ
。
凡
ソ
詩
ハ
一
字
ヲ
以
テ
、
巧
拙
ノ
異
ナ
ル

コ
ト
、
天
地
縣
隔
ス
。
推
敲
古
人
容
易
ニ
定
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
況
ヤ
誤
字
謬

句
ノ
全
集
、
中
郎
ガ
皮
相
ヲ
知
ル
ニ
過
ザ
ル
ノ
ミ
。
中
郎
集
ノ
善
本
ハ
、
万

暦
中
ニ
、
中
郎
ガ
門
人
呉
相
如
ガ
手
書
シ
、
袁
無
涯
ガ
校
梓
セ
ル
ア
リ
。
他

日
有
力
ノ
助
ケ
ヲ
得
バ
、
翻
刻
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
ミ
。

北
山
は
、
書
種
堂
本
及
び
梨
雲
館
本
（
唐
本
か
和
刻
か
は
不
明
）
の
二
種
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
書
種
堂
本
が
よ
り
誤
謬
の
少
な
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
論
じ

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
袁
中
郎
の
真
価
が
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
古
文
辞

派
の
主
張
が
世
の
中
に
浸
透
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
梨
雲
館
本
が
ひ
ろ
く
流
通

し
、
そ
の
詩
文
の
正
し
い
姿
が
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
よ
り
後
年
の
著
作
で
あ
る
『
孝
経
楼
詩
話
』（
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉

刊
）
で
は
、
自
身
及
び
そ
の
門
下
が
、
袁
中
郎
の
テ
キ
ス
ト
に
関
心
を
持
ち
、
様
々

な
詩
文
集
を
蒐
集
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

Ａ  

本
邦
翻
刻
ノ
梨
雲
館
本  

ノ
中
郎
全
集
ハ
、
深
草
ノ
元
政
上
人
ノ
校
訂
句

読
ナ
リ
。
国
朝
ノ
詩
人
、
元
政
ヲ
冠
冕
ト
ス
。
南
郭
蘭
亭
等
ノ
偽
詩
行
レ
テ

ヨ
リ
、
世
人
ソ
ノ
美
ヲ
知
ル
者
少
シ
。
梨
雲
館
本
ノ
外
ニ
、
Ｂ  

中
郎
生
存
ノ

時
ニ
梓
行
セ
シ
錦
帆
集
、
解
脱
集
、
蕭
碧
堂
集
、
瓶
花
集  

ア
リ
。
中
郎
ノ
門

人
呉
士
冠
ガ
手
書
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
字
画
精
妙
、
文
房
ノ
珍
玩
ニ
備
フ
ベ
キ

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
法
帖
ノ
替
リ
ト
ス
ベ
シ
。 

是  

中
郎
四
集  

ト
称
ス
。
又
Ｃ  

四

庫
全
書
提
要
存
目
ニ
出
ス
所
ノ
四
十
巻
ノ
袁
中
郎
全
集 

、
吾
孝
経
楼
ニ
蔵

ム
。
是
梨
雲
館
本
ト
絶
テ
別
ナ
リ
。
又
Ｄ  

彼
邦
ノ
坊
間
ニ
刻
ス
ル
袁
中
郎

集  

ア
リ
。
是
モ
マ
タ
別
本
ナ
リ
。
又
袁
宗
道
、
Ｅ  

袁
中
郎
十
集  

ト
称
ス
ル

者
ハ
、
外
集
ナ
リ
。
又
此
外
ニ
、
Ｆ 

袁
中
楼
、
袁
小
郎
、
兄
弟
三
人
ノ
集
ヲ

合
刻
シ
テ
、
三
袁
集  

ト
称
ス
。
本
集
ト
異
同
多
シ
。
三
四
年
前
新
舶
来
ナ

リ
、
顧
フ
ニ
四
集
本
、
梨
雲
館
本
、
ミ
ナ
彼
邦
ニ
絶
シ
ト
思
ハ
ル
。

北
山
は
、
袁
中
郎
は
、
元
政
に
よ
っ
て
始
め
て
尊
重
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
古

文
辞
派
が
勢
力
を
持
ち
、
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
北
山
は
、『
錦

帆
集
』、『
解
脱
集
』、『
瀟
碧
堂
集
』、『
瓶
花
斎
集
』
と
い
っ
た
書
種
堂
本
の
筆
跡
の

美
し
さ
に
つ
い
て
讃
え
る
な
ど
し
な
が
ら
、『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』（
Ａ
）、

書
種
堂
本
（
北
山
は
「
袁
中
郎
四
種
」
と
言
う
、
Ｂ
）、
四
十
巻
本
（
Ｃ
）、
坊
刻
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本
の
袁
中
郎
の
別
集
（
未
詳
、
Ｄ
）、『
袁
中
郎
十
集
』（
Ｅ
）、『
三
袁
集
』（
Ｆ
）

の
六
種
の
版
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（
四
角
囲
み
の
部
分
）。
そ
の
中
で
書
種
堂

本
を
高
く
評
価
し
て
い
る
点
は
、『
作
詩
志
彀
』
に
お
け
る
記
述
と
変
わ
ら
な
い
。

引
用
し
た
文
章
の
前
段
に
は
、
文
化
元
年
に
、
北
山
が
袁
中
郎
の
兄
袁
宗
道
の

別
集
『
白
蘇
斎
集
』
を
雨
森
麟
斎
か
ら
贈
ら
れ
た
逸
事
な
ど
に
つ
い
て
も
記
さ
れ

て
お
り
、
北
山
周
辺
の
袁
中
郎
の
テ
キ
ス
ト
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
北
山
旧
蔵
の
『
三
袁
先
生
集
』
は
現
在
内
閣
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る （
８
）。

こ
う
し
た
校
訂
へ
の
意
識
は
、
北
山
の
門
人
ら
が
編
ん
だ
二
種
の
詩
文
集
か
ら

も
看
取
で
き
る
。
た
と
え
ば
、『
三
家
絶
句
』
に
つ
い
て
は
、
浦
池
鱗
長
が
「
邦
曩

者
刻
中
郎
集
繆
錯
難
通
者
、
往
往
有
之
。
今
以
剛
矦
雖
年
少
巧
思
可
与
言
詩
、
延

同
校
四
集
十
集
尽
帰
之
正
、
雖
徐
鍾
亦
不
敢
忽
一
字
、
要
在
不
謬
吾
党
小
子
矣

（
本
邦
、
曩
に
中
郎
集
を
刻
す
れ
ど
繆
錯
通
じ
難
き
も
の
、
往
往
に
し
て
之
有
り
。

今
、
剛
矦
の
年
少
と
雖
も
、
巧
思
、
与
に
詩
を
言
ふ
べ
き
を
以
て
、
延ま
ね

き
て
同
に

四
集
十
集
を
校
し
、
尽
こ
と
ご
とく

之
を
正
に
帰
せ
し
む
。
徐
鍾
と
雖
も
、
亦
た
敢
て
一
字

を
忽
ゆ
る
が
せに
せ
ず
。
要
は
吾
が
党
の
小
子
を
謬
ら
ざ
ら
し
む
る
に
在
る
な
り
）」（
同
書

「
校
説
」）
と
記
し
て
お
り
、
書
種
堂
本
や
十
集
を
用
い
て
、
校
訂
を
行
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

ま
た
、『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
に
付
さ
れ
た
宮
川
子
潤
の
序
に
も
「
請
山
本
明
卿

校
諸
本
異
同
（
山
本
明
卿
に
諸
本
の
異
同
を
校
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
）」
と
、
諸
本
を

参
照
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
誤
っ
た
か
た
ち
で
伝
え
ら
れ
て
い

る
袁
中
郎
の
詩
文
を
、
校
訂
に
よ
り
正
し
い
か
た
ち
に
戻
す
こ
と
が
、
自
身
の
目

的
で
あ
る
と
北
山
一
派
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　
『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
及
び
『
三
家
絶
句
』
の
本
文
の
様
相

北
山
一
派
は
、
袁
中
郎
の
詩
文
に
様
々
な
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
、
そ
の
な
か
で

も
書
種
堂
本
を
最
良
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
彼
ら
が
、
実

際
に
編
纂
し
た
『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
及
び
『
三
家
絶
句
』
は
、
ど
の
よ
う
な
本

文
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
れ
ら
二
書
に
お

い
て
、
梨
雲
館
本
に
存
在
し
た
誤
刻
の
多
く
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
に
「
答
徐
見
可
」
と
い
う
文
章
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
文
章
の
中
で
、
梨
雲
館
本
で
は
「
明
公
或
偶
同
馬
、
使
夫
郷
里
之

士
…
」
と
な
っ
て
い
た
箇
所
が
、『
三
家
絶
句
』
で
は
「
明
公
或
偶
同
焉
、
使
夫
郷

里
之
士
（（
明
公
、
或
い
は
偶
ま
同
じ
な
り
。
夫
の
郷
里
の
士
を
し
て
…
）」
と
正

し
い
形
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
書
種
堂
本
『
瀟
碧
堂
集
』
や
四
十
巻
本
は
い
ず
れ

も
「
焉
」
に
つ
く
っ
て
い
る
。

『
三
家
絶
句
』
の
場
合
、
先
に
触
れ
た
、
梨
雲
館
本
に
お
け
る
「
江
上
」（
其
二
）

詩
中
の
「
王
花
」
と
い
う
誤
刻
が
、『
三
家
絶
句
』
で
は
、書
種
堂
本
『
錦
帆
集
』
や

十
集
、
四
十
巻
本
と
同
じ
か
た
ち
に
、
す
な
わ
ち
、「
山
花
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、『
三
家
絶
句
』『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
と
も
に
、
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ

た
の
は
、
梨
雲
館
本
の
方
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詩
の
配
列
や
語
句
の
あ
り

方
な
ど
を
閲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず
、『
三
家
絶
句
』
に
つ
い
て
は
、
袁
中
郎
の
詩
を
収
め
た
部
分
は
、
一
部
に

若
干
の
乱
れ
は
あ
る
も
の
の （
９
）、
梨
雲
館
本
と
詩
の
配
列
が
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ

を
底
本
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、『
三
家
絶
句
』
の
配
列
は
、
書
種
堂
本
や
十
集
と
も
お
お
む
ね
一
致
す

る
。
た
だ
、
も
し
梨
雲
館
本
で
は
な
く
こ
れ
ら
の
文
献
を
用
い
た
と
す
る
と
、
説
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明
が
つ
か
な
い
詩
の
並
び
が
所
々
に
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
三
家
絶
句
』
に

は
、「
見
宮
監
走
馬
」
と
「
聞
簫
」
と
い
う
詩
に
挟
ま
れ
て
、「
登
嘯
台
」
と
い
う

作
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
書
種
堂
本
に
お
い
て
は
、
前
後
の
二
篇
の
詩
が
、『
破

研
斎
集
』
に
載
る
の
に
対
し
、「
登
嘯
台
」
は
『
華
嵩
遊
草
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
も
し
、
書
種
堂
本
を
底
本
と
し
て
用
い
た
場
合
、『
三
家
絶
句
』
の
よ
う
な
か

た
ち
で
詩
を
抄
出
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
梨
雲
館
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
三

詩
は
、『
三
家
絶
句
』
の
順
番
ど
お
り
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、『
三
家
絶
句
』
に
関

し
て
は
、
梨
雲
館
本
か
ら
適
当
な
作
を
抄
出
し
、
一
篇
を
編
ん
だ
と
考
え
る
の
が

自
然
な
の
で
あ
る
。

『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
に
つ
い
て
は
、
文
章
の
配
列
か
ら
判
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
書
に
は
、
八
十
五
篇
の
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
梨
雲
館
本
を

底
本
と
し
た
と
考
え
る
と
、
巻
二
十
四
の
二
十
五
丁
表
か
ら
四
十
丁
裏
ま
で
の
文

章
か
ら
の
抄
出
を
載
せ
た
後
、
巻
二
十
二
か
ら
適
当
な
文
章
が
選
ば
れ
、
つ
づ
い

て
巻
二
十
四
の
冒
頭
か
ら
二
十
四
丁
ま
で
の
文
章
が
、
さ
ら
に
巻
二
十
三
、
巻
二

十
一
所
収
の
作
品
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
書
種
堂
本
を
底
本
と
し
て

作
業
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、『
瀟
碧
堂
集
』（
巻
十
八
）、『
解
脱
集
』、『
瀟
碧
堂
集
』

（
巻
十
八
～
十
九
）、『
瓶
花
斎
集
』『
錦
帆
集
』
の
順
番
で
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
書
種
堂
本
の
配
列
と
よ
り
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
で
も
、
な
ぜ
『
瀟
碧
堂
集
』
に
対
応
す
る
文
章
を
分
割
し
て
載
せ
た

の
か
な
ど
、
不
審
な
点
が
残
る
。

た
だ
、
本
文
の
異
同
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
た
場
合
、『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
に

お
い
て
も
、
や
は
り
梨
雲
館
本
と
の
緊
密
な
関
係
が
看
取
さ
れ
る
。
具
体
的
に
言

え
ば
、『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
所
収
の
文
章
の
中
に
は
、
文
末
（
結
び
）
の
語
の
有

無
と
い
う
点
で
、
書
種
堂
本
よ
り
も
梨
雲
館
本
に
近
い
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
。
一
例
と
し
て
「
与
徐
漁
浦
」
を
挙
げ
よ
う
。
書
種
堂
本
『
錦
帆
集
』
所
収
の

も
の
に
は
、
末
尾
に
「
外
小
刻
二
冊
、
呈
覧
請
教
（
外
の
小
刻
二
冊
、
覧
に
呈
し

て
教
を
請
ふ
）」
と
い
う
語
が
あ
る
が
、
梨
雲
館
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。
そ
し
て
、

『
三
家
絶
句
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
、
梨
雲
館
本
と
同
じ
か
た
ち
に
な
っ
て
い

る
。
類
似
の
現
象
は
、「
与
湯
義
乃
」（
こ
の
題
の
文
章
は
複
数
収
録
さ
れ
る
が
、

「
作
呉
令
備
詣
…
」
で
始
ま
る
も
の
）
に
も
確
認
で
き
、『
三
家
絶
句
』
は
、
梨
雲

館
本
を
積
極
的
に
参
照
し
つ
つ
成
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
四
十
巻
本
は
、
配
列
の
点
で
、『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』『
三
家
絶
句
』
の

両
方
と
異
な
っ
て
お
り （
10
）、
十
集
は
、『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』『
三
家
絶
句
』
に
収

録
さ
れ
た
詩
文
を
す
べ
て
は
含
ん
で
い
な
い
（
書
種
堂
本
『
瀟
碧
堂
集
』
所
収
の

作
は
、
十
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）。
校
訂
な
ど
の
限
定
的
な
目
的
の
た
め
に

用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五　
『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』『
三
家
絶
句
』
の
本
文
と
誤
刻

北
山
一
派
は
、
梨
雲
館
本
を
基
礎
と
し
、
十
集
や
書
種
堂
本
な
ど
と
対
校
し
な

が
ら
、
本
文
を
作
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
書
の
本
文
に
は
、
筆
者
が

調
査
し
得
た
、
ど
の
テ
キ
ス
ト
と
も
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
以
下
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

た
と
え
ば
、
袁
中
郎
の
詩
論
と
し
て
も
重
要
な
「
答
張
幼
于
」
の
次
の
部
分
に

つ
い
て
は
、『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
の
本
文
に
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
る
。
今
、
梨
雲

館
本
か
ら
引
用
す
る
（
巻
二
十
三
・
二
〇
丁
ウ
）。

記
得
幾
箇
爛
熟
故
事
、
便
曰
博
識
、
用
得
幾  

箇  

見
成
字
眼
、
亦
曰
騒
人
。
計

騙
杜
工
部
、
囤
紮
李
空
同
、
一  

箇  

八
寸
三
分
帽
子
、
人
々
戴
得
。
以
是
言
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詩
安
在
而
不
詩
哉
。

（
幾
箇
の
爛
熟
せ
る
故
事
を
記
し
得
れ
ば
、
便
ち
博
識
と
曰
ふ
。
幾
個
の
見
成

の
字
眼
を
用
い
得
て
、
亦
た
騒
人
と
曰
ふ
。
杜
工
部
を
計
騙
し
、
李
空
同
を

囤
紮
す
れ
ば
、
一
箇
の
八
寸
三
分
の
帽
子
を
ば
、
人
々
戴
き
得
ん
。
是
を
以

て
詩
と
言
は
ば
、
安
く
に
在
り
て
も
詩
な
ら
ざ
ら
ん
や
。）

当
時
の
詩
が
、
み
な
決
ま
っ
た
よ
う
に
杜
甫
や
李
空
同
の
真
似
を
し
て
お
り
、

こ
れ
を
詩
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
詩
で
な
い
も

の
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
文
章
は
、『
解
脱
集
』（
巻
四
）、
四
十
巻
本
（
巻
二
二
）
に
も
収
録
さ
れ
て

い
る
が
、
梨
雲
館
本
と
同
じ
か
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
袁
中
郎
先
生
尺

牘
』
で
は
、
引
用
箇
所
の
傍
線
を
引
い
た
部
分
（「
見
～
箇
」）
が
欠
け
て
い
る
。

校
勘
な
ど
の
意
図
を
も
っ
て
削
除
し
た
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
、
行
を
ま
た

い
で
登
場
す
る
「
箇
」
の
字
（
四
角
囲
み
の
部
分
）
に
よ
っ
て
目
移
り
が
生
じ
、

一
行
分
を
転
写
し
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
で
は
、
三

箇
所
あ
る
「
箇
」
の
字
が
、
す
べ
て
「
筒
」
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
字
の
形
態
的
な
類
似
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
誤
り
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
新
年
を
言
祝
い
だ
後
、
旅
に
出
る
こ
と
を
詠
っ
た
、「
擬
将
」
と

い
う
詩
が
あ
る
。
や
は
り
梨
雲
館
本
よ
り
引
用
す
る
。

擬
将
藤
杖
伴
袈
裟　
　

藤
杖
を
将も

ち　

袈
裟
を
伴
は
ん
と
擬ほ

っ

す

賀
却
新
年
便
別
家　
　

新
年
を
賀
却
し
て　

便
ち
家
に
別
か
れ
ん

湘
竹
廟
前
湓
浦
口　
　

湘
竹
廟
の
前　

湓ほ
ん

浦ほ

口こ
う

不
知
何
処
看
桃
花　
　

知
ら
ず　

何
れ
の
処
に
か　

桃
花
を
看
る

「
新
年
を
祝
っ
た
後
、
す
ぐ
に
藤
の
杖
を
持
ち
、
袈
裟
を
着
て
、
旅
に
出
よ
う
と

思
う
。
湘
竹
廟
の
あ
た
り
か
、
湓
浦
（
湓
水
）
の
あ
た
り
か
、
一
体
、
ど
こ
で
桃

の
花
が
開
く
の
を
見
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
」
と
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

『
三
家
絶
句
』
に
お
い
て
は
、
起
句
の
「
藤
杖0

」
が
「
藤
枝0

」
と
な
っ
て
い
る
。
梨

雲
館
本
、
四
十
巻
本
、
書
種
堂
本
『
瀟
碧
堂
集
』
い
ず
れ
も
「
藤
杖
」
に
つ
く
っ

て
お
り
、『
三
家
絶
句
』
以
外
に
「
枝
」
と
す
る
も
の
は
な
い
。
語
義
の
点
か
ら
言

え
ば
、
隠
者
が
持
つ
と
さ
れ
る
「
藤
杖
」
の
方
が
熟
し
た
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
、

平
仄
の
点
で
見
て
も
、
明
ら
か
に
「
杖
」
の
方
が
よ
い
。「
杖
」
は
上
声
、「
枝
」

は
平
声
で
あ
り
、「
杖
」
の
方
が
二
四
不
同
の
原
則
に
合
致
す
る
。

類
似
の
誤
字
と
し
て
、「
七
星
巌
」
の
起
句
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
の
詩
集
が
「
紅

霞
一
抹
霧
千
重0

」
と
つ
く
る
こ
の
詩
の
起
句
を
、『
三
家
絶
句
』
は
「
紅
霞
一
抹
霧

千
里0

」
と
記
し
て
い
る
。「
千
里
」
で
も
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
が
、「
千
重
」

の
方
が
、「
霧
が
幾
重
に
も
立
ち
こ
め
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
表
現
と
し
て
滑
ら

か
で
あ
り
、
何
よ
り
押
韻
の
点
で
「
重
」
の
方
が
優
れ
て
い
る
（
承
句
・
結
句
は

「
濃
」
と
「
峯
」、
い
ず
れ
も
上
平
二
冬
）。

以
上
に
見
た
異
同
は
、
先
に
触
れ
た
銭
伯
城
氏
の
『
箋
校
』
に
は
挙
げ
ら
れ
て

お
ら
ず
（『
箋
校
』
は
本
文
を
「
藤
杖
」「
千
重
」
と
作
る
）、『
三
家
絶
句
』
独
自

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

こ
う
し
た
本
文
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
形
態
的
な
類
似
が
見
ら
れ
る
字
へ
の
誤
刻
は
、
文
字
を
版
木
に
彫

る
段
階
、
す
な
わ
ち
彫
師
の
所
業
に
よ
っ
て
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る （
11
）。
ま
た
、

と
く
に
、『
三
家
絶
句
』
に
つ
い
て
は
、
元
々
、
柴
田
子
介
と
小
野
田
克
に
よ
っ
て

編
纂
が
企
図
さ
れ
た
が
、
途
中
、
子
介
が
病
に
倒
れ
た
た
め
、
浦
池
鱗
長
が
そ
の

後
を
継
ぐ
な
ど
、
途
中
で
校
訂
者
が
交
替
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
柱
刻
に

つ
い
て
も
、「
巻
」
の
下
が
空
欄
の
ま
ま
で
「
上
」「
下
」
な
ど
の
巻
次
が
記
さ
れ

て
い
な
い
な
ど
、
倉
卒
の
間
に
作
成
さ
れ
た
気
味
が
強
い
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
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相
当
数
の
誤
刻
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』『
三
家
絶
句
』
の
誤
刻
が
、
近
世
の
板
本
一
般
か
ら
見
て
、

多
い
か
少
な
い
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
尽
く
之
を
正
に
帰
せ
し
む
」（『
三
家
絶

句
』「
校
説
」、
前
掲
）、
す
な
わ
ち
、
十
全
の
校
訂
を
行
う
と
序
に
謳
っ
て
い
な
が

ら
、
む
し
ろ
新
た
に
誤
謬
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
北
山
一
派
の
学
統
の
志
向
や
性
質
を
表
す
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

六
『
三
家
絶
句
』
に
お
け
る
独
自
の
本
文
の
存
在

『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』『
三
家
絶
句
』
の
み
に
見
え
る
字
句
は
、
版
下
や
版
面
を

作
成
す
る
段
階
で
生
じ
た
誤
刻
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
に
理

解
す
る
の
が
難
し
い
箇
所
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
蘇
潜
夫
侍
御
買
燕
姫
、
為
賦
合

歓
詩
（
蘇
潜
夫
侍
御
、
燕
姫
を
買
へ
り
、
為
に
合
歓
詩
を
賦
す
）」
な
ど
は
そ
れ
に

当
た
る
。
今
、
梨
雲
館
本
か
ら
引
用
す
る
。

黛
螺
香
裡
恵
文
冠　
　

黛
螺
の
香
裡　

恵
文
冠

消
尽
青
霜
鉄
面
寒　
　

消
し
尽
す　

青
霜
の
鉄
面
の
寒
き
を

恰
似
江
南
花
鳥
手　
　

恰
か
も
似
た
り　

江
南　

花
鳥
の
手

画
将
椒
棘
傍
芳
蘭　
　

画え
が

く
に
椒
棘
も
て　

芳
蘭
に
傍

よ
り
そ
はす

に

こ
の
詩
は
、
蘇
潜
夫
と
い
う
人
物
が
妾
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
、
冷
や
か
し
を

伴
い
つ
つ
、
言
祝
い
だ
も
の
で
あ
る
。
詩
の
前
半
で
は
、
恵
文
冠
、
す
な
わ
ち
武

官
の
冠
を
女
性
の
香
が
と
り
ま
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
蘇
潜
夫
の
峻
厳
な
顔
も
や
わ

ら
ぐ
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。「
黛
螺
」
は
女
性
の
眉
の
こ
と
。「
青
霜
」
は
、
こ
こ

で
は
、
蘇
潜
夫
が
白
髪
を
生
じ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
後
半
で
は
、
二
人

が
と
も
に
い
る
様
を
、
江
南
の
花
鳥
画
の
中
に
お
い
て
、
か
ぐ
わ
し
い
蘭
の
そ
ば

に
、
は
じ
か
み
や
い
ば
ら
が
描
か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

詩
の
起
句
の
下
三
字
（
傍
線
部
）
は
、
梨
雲
館
本
だ
け
で
は
な
く
、
十
集
や
四

十
巻
本
に
お
い
て
も
「
恵
文
冠
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
三
家
絶
句
』
で

は
、
同
じ
箇
所
を
「
獬
豸
冠
」
と
つ
く
っ
て
い
る
。「
恵
文
冠
」
は
貂
尾
で
飾
ら
れ

た
武
官
の
用
い
る
冠
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
獬
豸
冠
」
は
、
執
法
官
が
被
る
帽

子
で
あ
る
。
蘇
潜
夫
は
、
袁
中
郎
の
死
後
、
中
郎
の
娘
を
自
身
の
親
族
と
め
あ
わ

せ
る
な
ど
、
交
流
の
深
か
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
観
察
御
史
を
つ
と
め
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、「
獬
豸
冠
」
の
方
が
似
つ
か
わ
し
い
が
、
一
方
、
平

仄
の
点
で
は
「
豸
」
は
仄
声
と
な
る
の
で
、
規
則
に
合
わ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
の
は
、「
恵
文
冠
」
と
「
獬
豸
冠
」
と
で
は
、
単
純
な

字
形
の
誤
認
な
ど
に
よ
っ
て
は
生
じ
得
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。「
獬
豸
冠
」
と
記

し
た
テ
キ
ス
ト
が
実
際
に
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
北
山
一
派
が
何
ら
か
の
意

図
を
も
っ
て
改
め
た
の
か
、
実
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
語
句
が
、
単
な
る
粗

忽
や
不
注
意
な
ど
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
山
本
北
山
と
そ
の
一
派
が
、
袁
中
郎
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ま
た
、
対
応
し
た
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。
袁
中
郎
の
詩

文
集
は
、
梨
雲
館
本
や
書
種
堂
本
、
十
集
な
ど
多
様
で
あ
る
が
、
日
本
で
最
も
流

布
し
た
の
は
、
和
刻
さ
れ
た
梨
雲
館
本
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
梨
雲
館
本

は
誤
刻
が
多
く
、
と
く
に
和
刻
本
の
底
本
と
な
っ
た
版
は
落
丁
を
含
む
も
の
で

あ
っ
た
。

北
山
及
び
そ
の
一
派
は
、
こ
う
し
た
袁
中
郎
の
詩
文
集
に
お
け
る
諸
本
の
問
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題
、
就
中
、
梨
雲
館
本
が
多
く
の
不
備
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
彼
ら
は

自
ら
の
袁
中
郎
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
知
識
を
宣
揚
し
、
実
際
に
、
北
山
一
派
の

詩
人
が
刊
行
し
た
『
三
家
絶
句
』
及
び
『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
は
、
梨
雲
館
本
以

外
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
校
勘
し
た
形
跡
を
確
認
で
き
る
。

ま
た
、『
三
家
絶
句
』
及
び
『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
に
は
、
現
在
知
ら
れ
る
袁
中

郎
の
テ
キ
ス
ト
と
は
異
な
る
字
句
が
散
見
す
る
。
そ
の
多
く
は
誤
刻
と
推
測
さ
れ

る
が
、
一
部
、
単
な
る
誤
り
と
考
え
る
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
北
山
が
そ
う
し
た
板
本
を
見
て
い
た
可
能
性
を
も
視
野
に

入
れ
つ
つ
、
慎
重
に
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

北
山
及
び
そ
の
一
派
の
袁
中
郎
へ
の
関
心
を
、
文
学
論
的
に
の
み
捉
え
る
こ
と

へ
の
疑
問
は
、
す
で
に
様
々
な
か
た
ち
で
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
北

山
一
派
の
袁
中
郎
へ
の
注
視
が
、
校
勘
や
蔵
書
な
ど
の
要
素
を
も
含
ん
だ
、
よ
り

複
雑
な
学
問
的
な
動
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

注（
１
）	

袁
中
郎
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
挙
げ
た
以
外
に
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。
入
矢
義
高

注
・
解
説
『
中
国
詩
人
選
集
二
集
・
袁
宏
道
』 （
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）、
任
訪
秋

『
袁
中
郎
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）、
内
山
知
也
『
明
代
文
人
論
』（
木

耳
社
、
一
九
八
六
年
）、
黄
仁
生
『
日
本
現
蔵
稀
見
元
明
文
集
考
証
与
提
要
』（
岳
麓
書

社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
２
）	

松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
及
び
揖
斐
高
『
江

戸
詩
歌
論
』
第
一
部
第
三
章
「
性
霊
論
―
江
戸
漢
詩
に
お
け
る
古
典
主
義
の
克
服
―
」

を
参
照
。

（
３
）	

日
野
龍
夫
「
近
世
後
期
漢
詩
史
と
山
本
北
山
」（『
国
語
国
文
』
三
四
巻
六
号
、
一
九

六
五
年
七
月
）、
及
び
山
本
嘉
孝
「
山
本
北
山
の
技
芸
論
―
擬
古
詩
文
批
判
の
射
程

―
」（『
近
世
文
藝
』
九
九
号
、
二
〇
一
四
年
一
月
）
を
参
照
。

（
４
）	

以
下
が
該
当
す
る
。「
近
頃
吾
門
ノ
小
野
田
克
、
柴
田
子
介
ト
謀
テ
、
袁
・
鍾
・
徐
ノ

三
家
絶
句
ヲ
校
刻
セ
ン
ト
ス
。
斯
文
ニ
功
ア
ル
、
日
者
ニ
、
宮
川
徳
・
山
本
時
亮
・
鳥

居
吉
人
ガ
、
中
郎
尺
牘
ヲ
刊
行
セ
シ
ト
相
伯
仲
ス
。
聊
カ
此
ニ
書
シ
テ
、
喜
ヲ
同
志
ノ

人
ニ
示
ス
ト
云
」（
山
本
北
山
『
作
詩
志
彀
』、『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
近
世
文
学
論

集
』、
三
〇
九
頁
）。

（
５
）	

銭
伯
城
氏
は
、
本
文
中
に
掲
出
し
た
テ
キ
ス
ト
以
外
に
も
、
文
献
上
の
記
載
か
ら
確

認
で
き
る
も
の
と
し
て
、
袁
中
郎
が
生
前
に
刊
行
し
た
公
安
家
刻
本
及
び
『
明
史
』
藝

文
志
に
著
録
さ
れ
る
五
十
巻
本
の
『
袁
宏
道
詩
文
集
』
が
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
稀

覯
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
万
暦
四
十
七
年
（
一
六
一
九
）
に
徽
州
に
お
い
て
刊
行
さ

れ
た
袁
中
道
編
『
袁
中
郎
先
生
全
集
』
二
十
三
巻
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
陸
雲
龍
評
選
『
翠
娯
閣
評
選
袁
中
郎
先
生
小
品
』
二
巻
や
、『
西
方
合
論
』
十
巻
、

禅
悦
山
房
本
及
び
陳
眉
公
重
訂
本
の
『
広
荘
』、
陳
眉
公
訂
本
『
瓶
史
』
な
ど
を
確
認
で

き
る
袁
中
郎
の
著
作
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
。
国
内
外
の
目
録
を
閲
す
る
と
、
よ
り
多

く
の
文
献
を
見
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
北
山
一
派

の
著
作
と
は
関
わ
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
ま
た
、
調
査
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
今
回
は
検
討
の
対
象
と
は
し
な
い
。

（
６
）	

元
禄
九
年
版
と
し
て
は
、
愛
知
大
学
簡
斎
文
庫
（
集
部
一
八
九
）、
岩
瀬
文
庫
本
（
一

一
二－

六
八
）、
無
刊
記
本
と
し
て
は
、
内
閣
文
庫
本
（
三
一
七－

一
四
五
）、
広
島
大

学
図
書
館
本
（
大
漢
二
一
七
一
）、
静
嘉
堂
文
庫
本
（
五
一－

八
）
を
閲
覧
し
得
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
は
数
多
く
残
る
和
刻
本
梨
雲
館
本
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
元
禄
九
年
の

刊
記
を
持
つ
本
は
、
や
や
薄
い
色
墨
で
見
返
し
の
「
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
」
の
文

字
刷
っ
て
お
り
、
本
体
の
刷
り
も
鮮
明
で
あ
る
。
無
刊
記
本
よ
り
も
前
に
印
行
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
の
異
同
な
ど
も
含
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
期
し
た
い
。

な
お
、
内
閣
文
庫
本
（
三
一
七－

一
五
〇
）
に
は
、
元
禄
九
年
の
刊
記
が
入
っ
た
最
終

丁
（
巻
二
十
四
の
五
十
三
丁
）
と
、
無
刊
記
の
最
終
丁
と
が
綴
じ
ら
れ
て
お
り
（
す
な

わ
ち
、
五
十
三
丁
が
二
枚
あ
る
）、
こ
の
丁
は
彫
り
か
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
７
）	

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
の
前
提
と
し
て
、
元
政
が
梨
雲
館
本
を
入
手
し
て
い
た
こ

と
を
論
証
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
野
氏
は
、『
艸
山
集
』
の
詩
の
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内
容
か
ら
、
元
政
が
『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』
を
読
ん
で
い
た
と
推
定
し
て
い
る
。

元
政
は
「
与
元
贇
書
」
の
中
で
「
数
日
之
前
探
市
得
袁
中
郎
集
、
楽
府
妙
絶
不
可
復
言
、

広
荘
諸
篇
識
地
絶
高
、
瓶
史
風
流
可
想
見
其
人
。
又
赤
牘
之
中
言
仏
法
者
、
其
見
最
正
、

余
頗
愛
之
（
数
日
の
前
、
市
を
探
り
て
袁
中
郎
集
を
得
た
り
。
楽
府
は
妙
絶
に
し
て
復

た
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
広
荘
の
諸
篇
、
識
地
絶
高
た
り
。
瓶
史
の
風
流
、
其
の
人
を
想
見

す
べ
し
。
又
た
赤
牘
の
中
に
仏
法
を
言
へ
る
者
は
、
其
見
、
最
も
正
し
く
し
て
、
余
、
頗

る
之
を
愛
す
）」
と
述
べ
、
袁
中
郎
の
著
作
の
う
ち
、「
楽
府
」「
広
荘
」「
瓶
史
」「
尺
牘
」

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
梨
雲
館
本
に
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
元
政
の

述
べ
た
順
序
で
収
め
ら
れ
て
お
り
、
元
政
が
実
際
に
目
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
前
野

氏
は
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
東
京
都
立
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
の
和
刻
本
『
梨
雲
館
袁
中

郎
全
集
』（
一
二
二
二
七
、
巻
十
・
二
十
一
の
二
冊
の
み
存
）
に
は
、「
艸
山
瑞
光
蔵
書

之
印
」（
朱
文
長
方
印
）
と
い
う
元
政
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
本
を
元
政

旧
蔵
と
し
て
よ
い
か
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

（
８
）	

該
当
す
る
『
三
袁
先
生
集
』（
三
六
二－
七
三
）
に
は
、「
孝
経
楼
」（
朱
文
楕
円
印
）

の
印
が
あ
る
が
、
書
入
れ
な
ど
を
含
め
、
北
山
の
受
容
状
況
な
ど
を
知
る
た
め
の
情
報

は
見
当
た
ら
な
い
。

（
９
）	

た
と
え
ば
「
柳
枝
詞
」「
戯
題
十
姉
妹
花
」「
蘇
潜
夫
侍
御
買
燕
姫
、
為
賦
合
歓
詩
」
な

ど
の
詩
は
、
梨
雲
館
本
の
配
列
と
は
異
な
る
順
番
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
書
種

堂
本
な
ど
、
今
回
調
査
し
得
た
他
の
テ
キ
ス
ト
の
配
列
と
も
合
致
し
て
お
ら
ず
、
何
ら

か
の
事
情
で
順
番
が
前
後
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
10
）	

『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
所
収
の
文
章
は
、
四
十
巻
本
中
の
配
列
に
し
た
が
え
ば
、
巻
二

十
五
か
ら
巻
二
十
三
、
二
十
一
へ
と
つ
づ
く
か
た
ち
で
並
ん
で
お
り
、
四
十
巻
本
を
基

礎
に
編
纂
作
業
を
進
め
た
と
は
考
え
に
く
い
。『
三
家
絶
句
』
に
つ
い
て
は
、「
戯
題
十

姉
妹
花
」
を
は
じ
め
、
一
部
の
詩
が
登
場
す
る
順
序
が
、
四
十
巻
本
と
は
一
致
し
な
い
。

（
11
）	

『
三
家
絶
句
』
の
誤
刻
あ
る
い
は
他
の
テ
キ
ス
ト
と
の
異
同
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
袁

中
郎
以
外
に
、
徐
文
長
、
鍾
惺
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
が
、
後
考
を
期
し
た
い
。
徐
文
長
に
つ
い
て
は
、
五
言
絶
句
「
桃
花
渡
」

の
起
句
一
字
目
、
通
行
の
本
に
お
い
て
は
「
憶
」
と
作
っ
て
い
る
箇
所
を
、『
三
家
絶
句
』

は
「
意
」
と
作
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

底
本
に
つ
い
て

書
種
堂
刊
行
袁
中
郎
関
係
書
籍
（
書
種
堂
本
）
…
内
閣
文
庫
蔵
本
を
使
用
（『
錦
帆
集
』〈
三

七－

一
〇
〉、『
瓶
花
斎
集
』〈
三
七－

九
〉、『
瀟
碧
堂
集
』〈
三
一
七－

一
五
五
〉）。
な

お
、『
解
脱
集
』〈
三
一
七－

一
五
六
〉
の
み
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
す
る
北
平
図
書

館
善
本
書
膠
片
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
Ｙ
Ｄ
七
五
・
八
〇
〇
）
を
使
用
。

『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』（
梨
雲
館
本
）
…
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
・
第
十
九
輯
』（
汲
古
書

院
、
一
九
七
七
年
）
所
収
影
印
を
使
用
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
本
（
一
七
五－

四

二
）、
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
（
二
九－

九
八
）
を
使
用
。

『
袁
中
郎
十
集
』（
十
集
）
…
内
閣
文
庫
本
（
三
一
七－

一
五
一
）
を
使
用
。

『
新
刻
鐘
伯
敬
増
定
袁
中
郎
全
集
』
…
四
十
巻
（
四
十
巻
本
）
は
、
内
閣
文
庫
本
（
一
六－

一

三
）
を
使
用
。

向
栄
堂
主
人
編
『
唐
本
類
書
考
』（
国
立
国
会
図
書
館
、
特
一－

二
七
一
〇
、
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
確
認
）。

『
袁
中
郎
先
生
尺
牘
』
…
『
和
刻
本
漢
籍
文
集
・
第
一
五
輯
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
）
所

収
影
印
を
使
用
。
校
異
な
ど
を
調
査
す
る
際
に
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
（
二

三
五
・
八－

五
二
）
を
も
参
照
し
た
。

『
三
家
絶
句
』
…
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
・
総
集
篇
・
第
七
輯
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
所

収
影
印
を
使
用
。
校
異
な
ど
を
調
査
す
る
際
に
は
、
国
会
図
書
館
蔵
本
（
詩
文
一
三
三

八
）、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
（
Ｌ
二
三－

二
二
二
）
を
も
参
照
し
た
。

『
作
詩
志
彀
』
…
『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
近
世
文
学
論
集
』（
中
村
幸
彦
注
、
岩
波
書
店
、
一

九
六
六
年
）
所
収
翻
刻
を
使
用
。

『
孝
経
楼
詩
話
』
…
新
潟
大
学
佐
野
文
庫
本
を
使
用
（
新
潟
大
学
古
文
書
・
古
典
籍
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
確
認
）。

附
記本

稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
佐
藤
道
生
先
生
、
堀
川
貴
司
先
生
、
な

ら
び
に
慶
應
義
塾
大
学
・
写
本
板
本
研
究
会
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
歴

史
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
通
行
の
字
体
に
改
め
、
筆
者
が
句
読
点
及
び
清
濁
を
補
っ
た
。


